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爾 　彫 ビ 略 摺 魏 お ・t3 寤 9tzetsの 挙勧

　　　 一 縱夢11tの 形 蔵襁根
一

（労 1 報 ）

　　　　　　　　　　金属萩 籵犠 荷箭 究所　　　　　　　o ナ冢 本　遭
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1 ．縄 言

　電子 ピ ー 婦 醜 で 暗 深 奮込 み E 得 る磯篠 と L て ．輌 ・ 細 展 い ピ ー
珂 礎 形 蕨 し

り っ 喀伽 雌 彳骨 旅 翫 熔 融 凝 固 過程 網 騰 に 複雑 と な り 、 こ “N・t・wag し た 喰陥

毛 し ば し ば 験 恥 帆 て a
．
　 r： ． 本 祈 嚔の 目 th・I」 ． こ の よ う な 旛融 金 尾 の 挙im　E 　fiE握 す

る こ と に あ 翫 韓 歌 お “ ・　 1； ．・疑国骸 鱈 ド 御 胸 露痴 砺 メ
ー

ウ の 旻彡曙を飆 べ ．

こ 叭 と 頗連 の 深 い 縦割 れ の 形 蕨機橿 に っ ・ 、 ヱ 検哲 起垳 。 蔭 。

2 ・耀 固移 態 並 1）C
’
に 維 劇 れ の 躯 生 に 及 ぼ す 認焙 κ e メ

ー
勺 の 彩 響

　本断 兜 1竃 お い 71 ； ．貉っ書構 Lt苣用飆 S 靴 5Dハ を 甲 い ．メ rし ト ラ ン で霧「1書を 脅アつ た 。

e ず ．種 々 の 条件 下 で 審 鴇 訓 テ n ．癨 固形 瓱

の 憂化 並τべ に 縦割軋 発 生 領燉 起鯛 ぺ た 。 なお

弑 駿 片 に 1；・ ．あ らtx じ め M ワ イ ヤ を乗 加 し ．

痞櫓後 の Niの a 布橢 兄 h・ ら 凝 固壁 の 形 難 を飆

べ た 。 F’
e，1 に ’3 、縦断面 に お ’T5 澱 団 聖の

碗 腿 示 LF ． 凝 国 礎 広 翻 遼 瘢 の 噌 大 1・

伴 い ．斜 め後 方 へ と 傾 斜
一li審傾 向 に あ 5 。 a

た こ の 傾斜 1； 、defOon∫に な 5 程 穴 竃 く な 5 。
一

方Pt＿R に な る と ．ピ  ム 軸 と 1蓉ぽ 平行 な 漫
固 壁 ヵマ栃 煎 さ れ る Pt 、廉イ午に よ ラ z1 き 曷都 的

に 凝 固 鋤 マ 埋輔 現 ig　X　ig　t
一
た ． モの th　7L　pt．．　 　 　 　 　 ・ ・＿1 ・。1、y ．・ ，。1 ・・1ft。、＿

αb 訓 ．σ で は 堵込 み 中央 よ り ゃ や 上部 に ．

た ab 冫 1・o で 1ま底部 R 観 潔 さ 帆 医 。

　 F ’ら．2 〔α） に は ・フト実コ戦ゼ 碍 ら 叭 長

維 寥llれ 誌 生 頒 域 を示 し rz ． こ の 塾 生 領

域 は ． Fi｝，2   に 示 L た 凝 固 壁 の 砺

饂 並 ZN
”
に 籍込 み剛 κに よ り．3 つ の 領域

に 命類 す 5 こ と 択 で ｛ た 。 但 溘 で 恥 ＝

6．o の A 領 呶 で r色 貂盗 み 甲 畏 よ り や

や 上部 に ．届部餉   凝 国 の 5星れ 並ぴ 1ミ

ビ ー ド の ．S・ 〈 ら み が あ り ， こ の Pt置z
・・

塾1れ 吟ぺ唯 し
・・7n た 。 ab冫 1．ot な ． た

θ額 峨
・
ガ は 、応 却 に ；疑固 の 豊叭 が

「

存在

し ．こ の イt【置 マ
鹽゚
卑jれ ザ 歴 生 し rZ 、 、 た 。

一労萬直 で defO　CUS の C 頒 慨1で は 、蟆

匡1　の ユ雇＿φ气　と卩薄窰L闥イ兼 に 堵≠tl 唖气 かc
’
丿嚢さ生　し　z　隻 、

た 。

溶 接 学 会 全 国 大 会 講 演 概要 　第 33集　 L
’
ts3　 10）

O

【
≡

E、
Eり一

　

　

　

　

O

£

U

り

斎

O

ξ層
茎

00

74

1、40　　　　 1．蓼5　　　　 LO 　　　　　 O．88　　　　 0．78b
　
　鬥

、

翻

　
。

　

　
 

　
　

鵬

　

〔

☆ 　『　
☆

γ γ憐r 7
尸 レ

7

アレ
ア

レ

ま　　Fig91 　Schematic 　diagrams 　of 　solidification
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Fig ．2　Vertical 　crack 　sensi しive 　regions
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3 ，縦 割れ の ag生 機穣 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 凵，1di，g　dire、ti。n

を織 講雛纖 墜毒量褻灘 灘 靉靉i懿
零ll轍 面 ・3 ・舳 ・ ili　 ． 1 ＝ ；R ・ 次 ・ デ ン ド ラ 仆 〆 £飜 呈賠 ：：

ta ’

，職 ：：。萇
f
　
EB

奏 逢 し ．カ・ な ・
）嵐塩 で 一晴 1ミ ＊，獣 た こ び

・
推 醸 さ 幡 。 ・一 ・ ed

L’K・t の 縮 果 St ）　 ，kt で の 執 “
・L・1； ．細 長 、

く伸 殊 細 壁 の 峻 輪 で 額 ，，
’
・4i・！・，F． 謹 撫 轤 1；闘 遨鱗

総 潔騨
じ 矧 ・ 獅 轍 1釀 撫 欝撃難＼

　
一

方低迎 で 生 じ r，　Pi　“tt の 石晒 を 観 黨丁

緬 鷲勸獵 ぞ齷警
眠 ・ 靆鏤 覊鱗難／

蠶瓢1描麟犠灣灘難麟 ／

H3の 鳳期 で ビ 
ド 幅 醒 凹 凸 を綵 1

）E す ナ

ゲ Ψ ト状 冫顧…1豆ユ形 態 を 呈L し Z ・
， 5 ◎　FFS．タ‘a）　Fig ．4 耳orizontal 　se 　t

・

に t｝．　こ の 畸 の ：疑．  組 紬 を模式 自りに 示 し　
IAtype

　
c 「 ack

　
occurred

k 。 ナ ゲ ッ ト 中R で は ． ee く の 場合 デ ン ド ラ イ ト ”N
”

・〜；
’
・
” t ・

リ、割帽 恥 の 最終衛 合部 鵬 溶 培線 ta に

伸 Pt’哀 デ ン ド ラ イ トの 粒 界篭 伝 ， Z 、de方 へ と 伝 櫓 し

て い た 。 Fi？．　S ‘b） に は 、 αb 冫 J・O ゼ の 水 平 断 面 を

示 し 匹 e こ の 場ド合 ．中 央部 1： IT ス ト レ イ ク リ ス タ 1レ

つ眺 孟 ・ Z お り 潮 蜘 趣 の 粒 eg　Z“　e じ て “ た
． し

tl丶 し なρぐ ら 、全 く 窖rl　LK カΨ 生 じ な い α卜く LO の 嶺 碑 ゼ

毛、ほ ぼ
』
国 様 な 凝国 組 織伏 親 繋さ れ ．凝 囹 組 織ぢ 1寸で

1

侍 磐11 牲 の 丿整 生 イ頃向 匙 5夬定で き な い
．

一労 、低 亜 で 零ll

れ 桝 生 じ
’
た 場 心 に t3 ．赫 ず：疑 囿 釐 醒 届卸 的 1ミ 遅丿へ ？

お り ． こ 桐 噂 博 墨 庄 に X5 く 聞 与 し Z ・ 、 る と 1 元

麗覊懿鑿蠱…灘 舞：麹i
c 　Ions 　of 　EB 　welds 　in 　case

（a ） ・tb　・　25cm ’min 　 ab．1．。

‘切 VtS・25c・rVmin 　 q』．140

C　 k

られ る・ 3 な わ ち 凝 固 嵯 崎 で編 ・マ
’
鰌 寸 う 器 1、：lih：階ま1。慧 盡麗 。諧

’
一

陳 に は ．す で に 瘢 固 し た 周 f虱 か ら 穴 き な 杓 東 を ＆け ・ ec ・i・n 。

る 。 こ 峠 め ．最終 凝 風 層 1＝・ll・1・ ず みeV 集9 　L ，91
れ 帆 発 生 し 易 く な ” た こ 考 え ら れ た 。 瞬 に ナ ゲ

’
ッ ト　 ← 一一　Welding　direction

饗鞴欝軅識1耄畿鑞 飜韈
2 示 し π 帆 新 い け ゲ 》 ト り彫 蕨 さ “ た 賄 点 嚇 ，

前 賭 ・ 贓 ・ 妹 ナ ゲ ． ト 。 篠 翻 凝 軌 肪 臨 1、S誰 謡 ll呈呈。豊 。

’

言。濫
゜ f

ら ず ．襾 ” イ ド か ら の 物 東の 大 乏 SL が わ カ、 る 。
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